


2



3



4



5



6



7



8



9



10

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部

年
金
友
の
会
吉
賀
支
部　

受
給
者
大
会

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
年
金
友
の
会
吉
賀
支
部
（
竹
中
和
博
支
部
長
）
は

８
月
１
日
、
吉
賀
町
の
柿
木
ふ
れ
あ
い
会
館
で
受
給
者
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
竹
中
支
部
長
は
来
賓
の
ご
臨
席
に
感
謝
の
意
を
述
べ
た
後
「
世
界
に

目
を
向
け
る
と
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
未
だ
止
む
気
配
が
な
く
、
更
に

は
世
界
中
を
原
油
不
安
に
陥
れ
た
ア
メ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
と
、

不
安
定
な
世
界
情
勢
の
中
で
物
価
の
高
騰
が
続
き
、
我
々
農
業
者
が
必
要
と
す
る
生
産

資
材
価
格
は
高
止
ま
り
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
先
月
末
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
に
よ
っ
て
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
う
し
た
紛

争
や
自
然
災
害
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
日
常
生
活
を
取
り
戻
す
為
に
も
、
一
日
も
早
い

戦
争
終
結
と
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
を
願
う
も
の
で
す
。
現
在
吉
賀
町
の
年
金
受
給
者

の
約
50
％
の
方
に
Ｊ
Ａ
口
座
を
指
定
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
職
員
も
日
々
活
動

し
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
も
是
非
ご
近
所
、
お
知
り
合
い
の
方
に
、
Ｊ
Ａ
で
の

受
け
取
り
を
お
勧
め
い
た
だ
い
て
、
年
金
友
の
会
吉
賀
支
部
の
会
員
拡
大
と
益
々
の
発

展
に
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
吉
賀
町
岩
本
一
巳
町
長
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本

部
竹
長
隆
本
部
長
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
、情
勢
報
告
並
び
に
令
和
７
年
度
活
動
報
告
・

令
和
８
年
度
活
動
計
画
の
説
明
を
森
本
司
六
日
市
支
店
長
が
行
い
、
11
月
の
「
寿
ロ
ー

ド
」、
来
年
２
月
の
親
睦
日
帰
り
旅
行
（
予
定
）
へ
の
参
加
も
お
願
い
し
ま
し
た
。

休
憩
を
挟
ん
で
、
出
雲
市
を
拠
点
に
活
躍
す
る
綿
貫
ゆ
か
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー

が
始
ま
り
、
演
歌
、
懐
メ
ロ
、
昭
和
歌
謡
、
時
代
劇
の
主
題
歌
な
ど
お
馴
染
み
の
曲
披

露
と
、
今
回
は
浜
田
市
の
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
も
ス
テ
ー
ジ
に
華
を
添
え
、
会
場
は
終
演

ま
で
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
終
え
、
最
後
に
森
本
支
店
長
は
「
農
家
組
合
員
の
た
め
の
Ｊ
Ａ

と
し
て
皆
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
支
店
職
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
支
店
に
対
す
る
ご
意
見
等
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
で

も
繋
い
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
の
で

お
身
体
に
は
十
分
ご
留
意
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
実
り
の
秋
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
」
と

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

竹中支部長挨拶岩本町長来賓挨拶竹長本部長ＪＡ挨拶

ステージを降りて会場の皆さんと握手・握手・握手

よさこいチームとの共演に会場は大いに盛り上がりました。
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益
田
市
農
政
会
議
通
常
総
会
を
開
催

西
い
わ
み
和
牛
改
良
組
合
総
会

益
田
市
農
政
会
議
（
岩
本
和
雄
会
長
）
は
８
月
３
日
、
来
賓
に
山
本
浩

章
益
田
市
長
、
島
根
県
議
会
か
ら
中
島
謙
二
議
員
・
久
城
恵
治
議
員
、
島

根
県
農
政
会
議
の
山
中
康
樹
会
長
ら
を
迎
え
、
益
田
市
内
で
第
38
回
益
田

市
農
政
会
議
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
岩
本
会
長
は
、
７
月
末
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
祈
願
と
お
見
舞
い
を
述
べ
た
後
、

「
来
年
は
統
一
地
方
選
挙
、夏
に
は
益
田
市
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
我
々

農
業
者
の
大
切
な
一
票
を
誰
に
託
す
の
か
、
市
政
・
県
政
・
国
政
へ
農
業

者
の
声
を
届
け
る
大
事
な
選
挙
と
な
る
。
今
後
と
も
会
員
各
位
の
ご
理
解

を
お
願
い
す
る
。
こ
う
し
て
毎
日
猛
暑
日
が
続
く
と
農
産
物
の
生
育
に
も

影
響
が
出
て
く
る
。
所
得
の
確
保
も
生
産
資
材
価
格
の
高
止
ま
り
に
よ
っ

て
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
は
な
い
か
と
思
う
。
島
根
県
農
政
会
議
は
Ｊ

Ａ
し
ま
ね
と
一
体
と
な
っ
て
、
こ
う
し
た
窮

状
を
国
に
強
く
訴
え
る
活
動
も
行
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
皆
様
と
一
緒
に
農
政
活
動
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。
今
後
共
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

続
い
て
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部

竹
長
隆
本
部
長
が
挨
拶
を
行
い
、
来
賓
を
代

表
し
て
山
本
浩
章
益
田
市
長
、
中
島
謙
二
島

根
県
議
会
議
員
、
島
根
県
農
政
会
議
山
中
康

樹
会
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

吉
田
支
部
の
大
場
尚
俊
さ

ん
が
議
長
を
務
め
、
令
和
７

年
度
の
活
動
報
告
や
令
和
８

年
度
の
活
動
方
針
等
、
全
て

の
議
案
を
審
議
し
全
会
一
致

で
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

西
い
わ
み
和
牛
改
良
組
合
（
寺
戸
倉
雄
組
合
長
）
は
８
月
10
日
、

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
会
議
室
に
お
い
て
令
和
８
年
度

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
寺
戸
組
合
長
は
挨
拶
で
、
熊
本
地
震
に
お
い
て

被
災
さ
れ
た
方
々
へ
お
見
舞
い
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、「
立
秋
と

は
い
え
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
、
牛
に
対
し
て
も
し
っ
か
り
と
し

た
暑
さ
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
近
年
様
々
な
地
域
で
災
害

等
が
発
生
し
て
お
り
、
い
つ
ど
こ
で
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
ず
、

災
害
に
対
す
る
備
え
も
万
全
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
先
月
の
西

部
子
牛
市
場
へ
の
上
場
頭
数
が
減
少
し
た
こ
と
等
懸
念
す
べ
き
点

は
あ
る
が
、
市
場
運
営
に
関
し
て
は
め
ん
た
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今

後
の
市
場
の
在
り
方
も
含
め
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
有
意

義
な
総
会
と
な
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

続
い
て
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
竹
長
隆
本
部
長
は
、

「
今
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
た
、
め
ん
た
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
へ
の

活
動
助
成
は
、
皆
さ
ん
の
更
な
る
活
躍
に
つ
な
が
る
と
思
う
。
生

産
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
市
場
を
盛
り
上
げ
、
生
産
性
の
向
上
や

肉
用
牛
の
産
地
形
成
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

次
に
島
根
県
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
益
田
事
務
所
の
古

川
武
志
所
長
の
祝
辞
が
代
読
さ
れ
た
後
、
寺
戸
組
合
長
が
議
長
を

務
め
議
案
審
議
を
行
い
、
令
和
７
年
度
の
活
動
報
告
並
び
に
収
支

決
算
の
報
告
、
令
和
８
年
度
の
活
動
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案
を

全
会
一
致
で
可
決
承
認
し
ま
し
た
。
第
３
号
議
案
役
員
改
選
で
は

津
和
野
支
部
１
名
の
交
代
を
除
く
現
役
員
の
留
任
を
決
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、全
国
和
牛
登
録
協
会
小
林
健
宣
島
根
県
支
部
長
か
ら
、

一
年
後
の
開
催
に
迫
っ
た
北
海
道
全
共
に
向
け
た
候
補
牛
の
選
定

状
況
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

岩本会長挨拶竹長本部長ＪＡ挨拶総会終了後山本浩章
益田市長より「益田
の農業を次世代につ
なぐ」と題したご講
演をいただきました。

寺戸組合長挨拶めんたクラブから種畜共進会での計画等説明がありました。
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西
部
地
区
種
畜
共
進
会
を
開
催

真
夏
の
農
機
フ
ェ
ア
開
催

号　

名

地
区
名

生
産
者
名

特
選
賞
首
席

ゆ
り
ゆ
り

益　

田

佐
々
木
恵
美

特
選
賞
二
席

べ
に
か
つ

日　

原
（
農
）京
村
牧
場

特
選
賞
三
席

ふ
か
み
ど
り

日　

原
（
農
）京
村
牧
場

優
秀
賞
主
席

ゆ
り
ひ
め

益　

田
（
株
）田
原
牧
場

部
位
賞

号　

名

地
区
名

生
産
者
名

肢　

蹄　

賞

ふ
か
み
ど
り

日　

原
（
農
）京
村
牧
場

前　

躯　

賞

ゆ
り
ひ
め

益　

田
（
株
）田
原
牧
場

Ｊ
Ａ
全
農
島
根
農
機
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社
は
７
月
24
日
・
25
日
の
両
日
、
益
田
市
向
横
田
町

の
西
い
わ
み
営
業
所
（
旧
農
機
拠
点
セ
ン
タ
ー
）
内
に
お
い
て
農
機
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

初日の午前中には石西地域農林振興協議会主催による
「農業研修会」 も行われ、参加者は農作業の安全確
保や農業機械の安全な操作について学びました。

研修会終了後、スマート農業の
普及を前面に出した農業機械
の実演会も行われ、ドローンや
ラジコン操作による防除機、フ
レールモア、ラジコン除草機な
どのデモンストレーションによ
り、それぞれの機械性能を確認
することができました。
管内の大型農家や法人の代表者
等の中には、高騰する生産資材
同様高額となったトラクター・コ
ンバインなど大型農業機械の買
い替え時期を迎えた方もあり、
令和７年産に近い米の概算金を
期待する声も聞かれました。

日頃は修理や点検を待つ農業機械が並ぶ工場内に、
この日は複数メーカーの新機種がずらりと並び、来
場者の目を楽しませていました。

西
部
地
区
畜
産
振
興
協
議
会

（
会
長
：
佐
々
木
豊
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
長
）
は
８

月
22
日
、
益
田
市
遠
田
町
の
Ｊ
Ａ

し
ま
ね
西
部
家
畜
市
場
に
お
い

て
、
第
６
回
西
部
地
区
種
畜
共
進

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
県
西
部
地
区
か
ら
10

頭
が
出
品
さ
れ
、
森
脇
俊
輔
審
査

委
員
長
（
島
根
県
西
部
農
林
水
産

振
興
セ
ン
タ
ー
川
本
家
畜
衛
生
部

長
）
ほ
か
６
人
の
審
査
委
員
に

よ
っ
て
、
厳
正
な
個
体
審
査
・
比

較
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
品
さ
れ
た
個
体
は
何
れ
も
素

晴
ら
し
い
状
態
に
仕
上
が
っ
て
お

り
、
審
査
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
、
中
で
も
優
秀
な
雌
牛
３
頭
が

特
選
賞
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
西
部
地
区
種

畜
共
進
会
で
特
選
賞
に

選
出
さ
れ
た
３
頭
の
雌

牛
は
、
10
月
24
日
に
島

根
県
中
央
家
畜
市
場

で
開
か
れ
る
島
根
県
種

畜
共
進
会
へ
西
部
地
区

代
表
と
し
て
出
場
し
ま

す
。

み
ご
と
特
選
賞
主
席
に
輝
い
た
「
ゆ
り
ゆ
り
号
」
と

生
産
者
の
佐
々
木
恵
美
さ
ん
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匹
見
町
わ
さ
び
生
産
者
組
合
通
常
総
会
開
催

経
営
者
の
心
構
え
を
学
び
ま
し
た

匹
見
町
わ
さ
び
生
産
者
組
合
（
竹

内
登
世
樹
組
合
長
）
は
７
月
30
日
、

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
匹
見
事
業
所
会
議
室
に

お
い
て
令
和
７
年
度
の
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
竹
内
組
合
長
が

組
合
員
の
総
会
出
席
と
、
関
係
機
関

の
日
頃
の
協
力
に
謝
意
を
述
べ
た

後
、
西
い
わ
み
地
区
本
部
竹
長
隆
本

部
長
が
Ｊ
Ａ
挨
拶
で
、
全
国
に
お
け

る
わ
さ
び
の
生
産
状
況
や
国
内
外
で

の
高
需
要
に
触
れ
、「
引
き
続
き
生

産
に
ご
尽
力
を
賜
り
た
い
」と
話
し
、

事
業
所
及
び
店
舗
・
Ｓ
Ｓ
の
日
頃
の

利
用
に
対
す
る
感
謝
と
更
な
る
利
用

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
島
根
県
西
部
農

林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
益
田
事
務
所

の
松
本
修
司
普
及
員
は
挨
拶
で
、「
猛

暑
日
が
続
い
て
い
る
が
、
わ
さ
び
は

高
温
に
弱
く
生
育
不
良
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る
。
併
せ
て
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
や
後

継
者
不
足
等
懸
念
す
べ
き
材
料
は
あ
る
が
、
一
方
で
日
本
食
ブ
ー
ム
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
の
影
響
で
、
国
内
の
み
な
ら
ず
輸
出
需
要
も
増
加
し
て
い
る
。
体
調
管
理
に
は
十
分
注

意
さ
れ
生
産
活
動
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

竹
内
組
合
長
の
議
事
進
行
で
議
案
審
議
を
行
い
、
令
和
７
年
度
の
事
業
報
告
並
び
に
収

支
報
告
を
承
認
し
、
生
産
の
維
持
拡
大
等
を
掲
げ
た
令
和
８
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支

予
算
を
決
定
し
ま
し
た
。
第
３
号
議
案
の
役
員
改
選
で
は
７
人
の
地
区
役
員
を
選
出
し
、

総
会
終
了
後
の
役
員
会
に
お
い
て
互
選
に
よ
り
組
合
長
以
下
全
て
の
役
職
を
決
定
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

石
西
地
域
農
林
振
興
協
議
会
（
山
本

浩
章
益
田
市
長
会
長
）
は
７
月
30
日
、

益
田
市
元
町
の
益
田
市
立
市
民
学
習
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
農

業
法
人
の
代
表
や
個
人
農
業
者
な
ど
50

人
（
関
係
機
関
職
員
を
含
む
）
が
参
加

し
、「
農
家
の
人
材
育
成
と
経
営
者
の

心
構
え
」
と
題
し
た
研
修
会
を
行
い
ま

し
た
。

宮
崎
県
の
出
身
で
農
業
経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
躍
す
る
、
合
同
会

社
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の

高
津
佐
和
宏
代
表
社
員
を
講
師
に
招

き
、
農
業
経
営
者
に
求
め
ら
れ
る
心
構

え
や
人
材
の
育
成
な
ど
、
生
産
性
向
上

に
向
け
た
改
善
点
等
に
つ
い
て
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
講
師
の
著
書
に
は
「
金

持
ち
農
家
、
貧
乏
農
家
」「
稼
ぐ
農
業
」

「
儲
か
る
農
家
の
強
化
書
」
な
ど
が
あ

り
、
参
加
し
た
方
は
興
味
を
持
っ
て
講

師
の
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
経
営
者
自
ら
お
金
の
流
れ
を

把
握
す
る
こ
と
や
、
通
常
の
会
計
処
理

（
財
務
会
計
・
税
務
会
計
）
以
外
に
、

農
業
の
経
営
状
態
を
見
え
る
化
す
る
管

理
会
計
に
よ
っ
て
、
売
り
上
げ
を
最
大

化
し
経
費
を
最
適
化
す
る
こ
と
の
重
要

性
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

斉藤佐登志さん（三葛）、安藤達夫さん（紙祖）、斎藤章吾さん（紙祖）
篠岡之雄さん（匹見上）、藤井富康さん（匹見下）、寺西泰一さん（地区外）
青木昌碩さん（地区外）を役員に選出しました。
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令
和
８
年
産

水
稲
刈
り
取
り
講
習
会

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部

営
農
経
済
部
米
穀
課
と
、
島
根
県
西

部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
益
田
事

務
所
農
業
部
は
８
月
４
日
か
ら
８
月

10
日
ま
で
の
間
、
令
和
８
年
産
水
稲

刈
り
取
り
講
習
会
を
管
内
19
会
場
で

実
施
し
ま
し
た
。

水
稲
の
生
育
状
況
や
病
害
虫
の
発

生
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
い
、
刈

り
取
り
・
出
荷
調
整
に
向
け
て
注
意

点
等
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た

収
穫
を
迎
え
る
ま
で
に
農
薬
散
布
を

行
う
場
合
は
、
ラ
ベ
ル
を
し
っ
か
り
と

確
認
し
、
適
用
範
囲
内
で
の
使
用
を

心
掛
け
る
よ
う
注
意
喚
起
を
行
い
ま

し
た
。

講
習
会
参
加
者
か
ら
は
イ
ネ
カ
メ

ム
シ
や
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
の
防
除
に
関

す
る
質
問
が
あ
り
、
適
期
防
除
の
徹

底
で
品
質
の
低
下
を
防
ぐ
よ
う
お
願

い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
８
年
産

米
の
価
格
の
情
報
や
、
品
種
の
名
称

が
「
つ
ぶ
き
ら
り
」
に
決
定
し
た
試

験
品
種
島
系
84
の
本
格
的
な
作
付
け

可
能
時
期
、
品
種
特
性
に
つ
い
て
も

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

≪令和８年産水稲病害虫予想発生量≫　　
病　虫　害 予想発生量 病　虫　害 予想発生量
葉いもち やや多い 斑点米カメムシ類 平年並～やや多い
穂いもち やや多い ヒメトビウンカ 平年並
縞葉枯病 平年並 トビイロウンカ 平年並

二カメイチュウ やや少ない～平年並

≪令和９年産米に備えて適期刈り取りのポイント≫
収穫時期と品質

・早刈り 青未熟粒の多発の原因となります
・刈遅れ 同割粒、過熟による茶米、乳白粒の増加の原因となります
・特に高温年には、登熟進度が早まるとともに刈遅れによる品質低下が著しくなります
　（刈遅れによって玄米のツヤもなくなります）
・早刈り、刈遅れともに食味を低下させる要因の一つとなります

刈り取り時期の判定

青味籾率に
よる判定

青味籾率15～10％を目安とします
（青味籾10％減少に積算温度で90℃必要）
つや姫はコシヒカリと同熟かやや早熟であり、コシヒカリと比較してやや早めの刈り取りを心
掛けましょう

≪収穫・乾燥・調製≫
収　　　　　穫 乾　　　燥　・　調　　　製

●�コンバインの作業性を重視した早期落水は品質低下
につながります
●��出穂後25日間は田面に水分がある状態を保ちま

しょう
●��倒伏した圃場や雑草が多い圃場などでの無理な刈
り取りは異物（草の種・石等）の混入につながります

●��乾燥は水分14.0％～15.0％が適正水分です
●��過乾燥（12～13％）のものは同割粒発生の原因と
なります
●��15.6％以上は高水分扱いで価格が下がります
●��16.1％以上は規格外扱いとなります
●��皆掛重量は１袋あたり30.5㎏で計量します

丸茂集会所中西会場白岩会場
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目指す支店像の確立に向けて「つながる“絆”活動」

目指す支店像を『組合員さんと季節を楽しめる、
笑顔で明るい支店』とする西益田支店（大庭伸次支
店長）は８月25日、恒例となった支店ミニコンサー
トを開催し、日頃窓口で共済業務を担当する山根愛
職員が、音楽教室で講師を務める友人の伴奏協力
で、アニメソングなど７曲のフルート演奏を行いま
した。
店内に流れる優しい演奏が炎天の蝉の鳴き声を遮
り、来店いただいた皆様には外気温を忘れて楽しく
過ごしていただきました。
コンサート終了後、各地で頻発する自然災害を受
けて、共済事務指導課の伊藤法恵職員による万が一
の備えなど防災に関する話がありました。

７月26日に開催された第44回清流高津川いかだ流し
へ手作り筏「地元の宝丸」で参加し、見事「アイデア賞」
を受賞しました。

『思いやりある支店』を目指す益田中央支店（伊
藤達男支店長）は８月19日、「ゆずっこちゃんま
つり」を開催、暑いなか来店いただいた皆様に冷
たいゆずっこを提供し、併せてお菓子を釣り上げ
るゲームやお米のすくい取りをして楽しんでいた
だきました。

　組合員・利用者との永続的な関係性（信頼）構築と事業基盤の維持拡大を目的とするこの取り組みは、
スマイル月間と来店感謝デーを融合させた「つながる“絆”活動」として、支店の独自性あるアイデアで
来店者とふれあい、支店力の強化を図ることを目的に全支店で取り組むものです。

益田中央支店 西益田支店

地域との融合



16

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
は
８
月
20
日
、
益
田
市
遠
田
町
の
中

央
倉
庫
で
令
和
８
年
産
米
の
初
検
査
を
行
い
ま
し
た
。

初
日
の
こ
の
日
は
、
早
生
品
種
（
つ
き
あ
か
り
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
つ
や

姫
な
ど
）
５
０
７
袋
が
出
荷
さ
れ
、
検
査
員
は
提
出
さ
れ
た
生
産
履
歴
と

照
合
し
な
が
ら
、
水
分
量
や
粒
張
り
の
状
態
、
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
被
害
粒

は
無
い
か
な
ど
を
確
認
し
等
級
を
確
定
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
今
年
度
初
の
米
検
査
と
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
場
へ
出

向
く
検
査
員
も
集
合
し
、
等
級
確
定
判
断
の
均
一
化
を

図
る
統
一
目
合
わ
せ
会
も
行
い
ま
し
た
。

西
い
わ
み
地
区
本
部
営
農
経
済
部
米
穀
課
で
は
、
令

和
８
年
産
米
の
集
荷
目
標
数
量
を
８
５
，０
０
０
袋

（
30
㎏
）
と
し
、
10
月
末
ま
で
中
央
倉
庫
を
は
じ
め
と

す
る
８
カ
所
の
検
査
場
所
で
米
検
査
を
行
い
ま
す
。

管
内
各
地
で
稲
刈
り
が
始
ま
り
、

令
和
８
年
産
米
の
初
検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た

梅
雨
明
け
以
降
の
好
天
と
気
温
の
上
昇
で
登

熟
が
進
み
、
早
い
と
こ
ろ
で
は
８
月
上
旬
か
ら

早
生
品
種
“
つ
き
あ
か
り
”
の
収
穫
作
業
が
始

ま
り
ま
し
た
。
風
雨
に
よ
る
自
然
災
害
や
大
規

模
な
病
害
虫
被
害
の
報
告
も
無
く
、
順
調
な
収

穫
作
業
の
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
８
年
産
米
初
検
査

検査用の器具
（穀刺し）を使って
米を抜き取ります。

消費者の皆さんに
美味しい新米を届けるため、
コンバインの自熱と
高温の中での作業は
しばらく続きます。

降雨が少なく晴天続きで
作業ははかどり、

盆明けには多くの生産者が
出荷準備に追われていました。

自然災害や
病害虫被害も少なく
収量は上 ！々

各検査場に出向く
検査員の統一目合わせを

行いました。
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Nousagyou

令和８年産米　概算金単価一覧表� 2026/8/24現在

（１）うるち玄米

（２）もち玄米

（３）醸造用玄米

★JA米� 30㎏紙袋、円（税込）
品　　　種 １等 ２等 ３等

コシヒカリ (基準） 7,900 7,700 7,100 
コシヒカリ� (上） 8,000 
コシヒカリ� 高水分 7,750 7,450 
ヘルシー米� (基準） 8,150 7,950 
ヘルシー米 (上） 8,250 
きぬむすめ (基準） 7,800 7,600 7,000 
きぬむすめ (上） 7,900 
きぬむすめ 高水分 7,650 7,350 
つや姫(特別栽培米） (基準） 8,100 7,900 
つや姫(特別栽培米）� (上） 8,200 
つや姫ST(特別栽培米）� (基準） 8,200 8,000 
つや姫ST(特別栽培米）� (上） 8,300 
つきあかり 7,600 7,400 6,800 
※�（基準）は1.85mm以下ふるい目仕様、（上）は1.9mmふるい目仕様のもの
※つや姫STはJAしまねの統一資材を使用したもの

� 30㎏紙袋、円（税込）
品　　　種 １等 ２等 ３等

ヒメノモチ 9,000 8,550 8,050 
ヤシロモチ 9,000 8,550 8,050 
ココノエモチ 9,000 8,550 8,050 
ミコトモチ 9,000 8,550 8,050 
その他もち 8,500 8,050 7,550 

� 30㎏紙袋、円（税込）
品　　　種 特上 特 １等 ２等 ３等

五百万石 9,300 9,200 9,000 8,450 7,950 
佐香錦 9,850 9,750 9,300 8,650 8,150 
山田錦 11,400 11,300 10,650 9,600 8,850 
縁の舞 9,850 9,750 9,300 8,600 8,100 

★一般米� 30㎏紙袋、円（税込）
品　　　種 １等 ２等 ３等

コシヒカリ 7,200 7,000 6,400 
きぬむすめ 7,100 6,900 6,300 
つきあかり 6,900 6,700 6,100 
その他うるち 6,500 6,300 5,700 

※コシヒカリ、きぬむすめ1等米の区分仕分について
区分 水分 整粒 被害粒 乳白粒 その他 ふるい目

上・基準 15.5%以下 1等基準70％以上 検査規格内 検査規格内 検査規格内 上は1.9mm、基準1.85ｍｍ以下
高水分 15.6％～16.0％

※水分16.1％以上は「規格外」
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西いわみ地区本部からのおしらせ

★作品は、お一人（一世帯）一句の掲載とさせていただきます。（多くの作者の作品掲載を基本とするため）　
★『あなたが選ぶイチオシの句』　お気に入りの一句を選んで、はがきに〇〇さんの句と記入してお送りください。

11月の俳句のお題は「文化祭」です。ご応募お待ちしております
●葉書に　俳句か川柳かを明記してください。　住所、氏名、電話番号をご記入ください。
●あて先　〒698-0024　益田市駅前町15-1　JAしまね 西いわみ地区本部 企画総務部 総務ふれあい課

応募
方法

俳
句
・
川
柳
❖締切❖
令和８年
10/15

（当日消印有効）

年金定期便、年金手帳、印鑑、裁定請求書、年金証
書等をお持ちいただくと、より具体的な相談ができます。
はじめての方や、現在受けている年金に疑問をお持ちの
方もお気軽に相談でき、秘密は固く守られます。
ぜひ会場にお越しください。

西いわみ地区本部 西いわみ統括支店 金融課年金相談センター（0856-22-8680）は、
平日（8：45～17：00）いつでもご相談いただけます。

10月の無料年金相談会
～お気軽にご相談を～

1010月月1616日㈮ 日原支店日㈮ 日原支店
13：00～18：00　JA年金相談員13：00～18：00　JA年金相談員

あなたが選ぶ イチオシの句
7月号お題(日傘)

俳
句
コ
ー
ナ
ー
【〈
お
題
〉
夕
焼
け
】
���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

孫
た
ち
の　

背
中
越
し
に　

映
る
夕
焼
け

（
益
田
市　
　
　

竹
内　

里
江
さ
ん
）

夕
焼
け
に　

染
ま
り
し
里
山　

秋
日
和

（
津
和
野
町　
　

古
山　

包
子
さ
ん
）

古
里
を　

包
み
き
れ
な
い　

夕
焼
や

（
吉
賀
町　
　
　

田
村　

民
子
さ
ん
）

夕
焼
け　

座
し
て
一
献　

猫
と
観
る

（
益
田
市　
　
　

花
本　

清
勝
さ
ん
）

夕
焼
け
は　

空
に
佇
む　

明
日
へ
の
希
望

（
益
田
市　
　
　

加
藤　

富
之
さ
ん
）

夕
焼
け
て　

見
る
間ま

に
夜
が　

し
の
び
よ
る

（
津
和
野
町　
　

潮　
　

恵
子
さ
ん
）

北
に
行
く　

海
ド
リ
夫
婦　

夕
焼
け
に

（
益
田
市　
　
　

吉
村　

芳
江
さ
ん
）

ふ
る
里
の　

き
れ
い
な
夕
焼　

忘
ら
れ
ぬ

（
益
田
市　
　
　

村
上
登
美
子
さ
ん
）

夕
や
け
空　

子
ど
も
の
こ
ろ
を　

思
い
出
す

（
益
田
市　
　
　

豊
田　

初
重
さ
ん
）

川
柳
コ
ー
ナ
ー
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

宍
道
湖
の　

き
れ
い
な
夕
焼
け　

今
一
度

（
益
田
市　
　
　

竹
田　

和
夫
さ
ん
）

夕
焼
け
の　

燃
え
ゆ
く
色
に　

い
や
さ
れ
る

（
津
和
野
町　
　

藤
井　

礼
子
さ
ん
）

夕
焼
け
に　

烏
か
ら
す
も
帰
る
か　

子こ

ら等
が
待
つ

（
益
田
市　
　

小
笠
原
か
よ
み
さ
ん
）

ロ
ー
ソ
ク
島　

夕
焼
け
ス
ポ
ッ
ト　

見
て
み
た
い（
津
和
野
町　
　

大
井　
　

守
さ
ん
）

寿
司
食
べ
て　

夕
焼
け
き
れ
い　

息
子
言
い

（
吉
賀
町　
　
　

齋
藤
み
ど
り
さ
ん
）

酷
暑
銘　

付
け
た
名
前
に　

暑
さ
な
お
増
す

（
津
和
野
町　
　

大
羽　

克
己
さ
ん
）

夕
焼
け
だ　

明
日
の
遠
出
は　

文
句
な
し

（
益
田
市　
　
　

椋
木　

節
子
さ
ん
）

夕
焼
け
に　

明
日
ま
た
ね
と　

言
っ
て
み
る

（
吉
賀
町　
　
　

河
野　

澄
代
さ
ん
）

夕
焼
け
は　

明
日
も
晴
れ
る
と　

決
ま
り
だ

（
益
田
市　
　
　

両
見
か
す
み
さ
ん
）

夕
焼
け
に　

愛
で
る
が
猛
暑　

明
日
も
晴
れ

（
益
田
市　
　
　

田
中
千
代
子
さ
ん
）

夕
焼
け
を　

な
が
め
て
帰
宅　

お
そ
く
な
る

（
益
田
市　
　
　

重
田　

伸
子
さ
ん
）

夕
焼
け
空　

明
日
も
お
天
気
と　

し
ら
せ
ま
す
（
津
和
野
町　
　

大
庭　

桂
子
さ
ん
）

も
う
暑
日
や　

日
ガ
サ
雨
ガ
サ　

カ
ラ
フ
ル
に
（
津
和
野
町　
　

中
野　

健
二
さ
ん
）

夕
焼
だ　

こ
と
な
き
一
日　

㴬㴬
し
て
み
る

（
津
和
野
町　
　

高
谷
喜
里
栄
さ
ん
）

夕
焼
け
も　

メ
ロ
ン
と
一
緒
に　

返
礼
品

（
益
田
市　
　
　

齋
藤　

照
平
さ
ん
）

夕
暮
れ
に　

き
れ
い
な
夕
焼
け　

茜
あ
か
ね
空

（
益
田
市　
　
　

籾
山　

敏
子
さ
ん
）

夕
や
け
に　

と
ん
び
ま
い
い
て　

秋
来
た
る

（
津
和
野
町　
　

澁
谷
美
保
子
さ
ん
）

夫
の
い
る
星
は　

夕
焼
け
雲
の
む
こ
う

（
津
和
野
町　
　

桑
原
八
恵
子
さ
ん
）

愛
犬
と　

散
歩
で
歩
く　

夕
焼
路

（
津
和
野
町　
　

日
熊　

春
子
さ
ん
）

夕
焼
け
を　

す
か
し
て
飛
ぶ
は　

秋
茜

（
吉
賀
町　
　
　

竹
中　

和
博
さ
ん
）

夕
焼
け
を　

使
い
切
る
ま
で　

畑
に
い
る

（
益
田
市　
　
　

柳
井　

文
江
さ
ん
）

朝
日
に
は　

負
け
て
は
い
な
い　

夕
焼
け
ヨ

（
益
田
市　
　
　

喜
村　

信
江
さ
ん
）

酷
暑
の
夏　

空
は
夕
焼
け　

秋
遠
く

（
益
田
市　
　

佐
々
木
い
さ
こ
さ
ん
）

窓
あ
け
て　

夕
焼
け
空
が　

笑
み
く
れ
る

（
津
和
野
町　
　

豊
田　

往
野
さ
ん
）

掲
載
は
到
着
順

俳句 日のしずく　はらってたたむ　日傘かな （益田市　柳井　文江さん）
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西いわみ地区本部からのおしらせ

島根県農業協同組合　西いわみ地区本部　人事異動

棚卸による店舗休業のお知らせ
９月30日(水)

９月30日㈬は棚卸のため下記店舗を休業いたします。ご理解をお願いいたします。
益田グリーンセンター・津和野経済センター（しろやま）・日原経済出張所（ひまわり）

吉賀経済センター・柿木事業所 経済店舗・匹見めいぷる
匹見ＳＳは通常通り営業いたします。

JAしまね西
いわみ

地区本部か
らの

お知らせ

⃝退　職（令和８年７月31日付）
退職事由 氏　名 現部署・役職 出身組織 職員区分

自己都合退職 西藤　海星 西益田支店匹見事業所
兼匹見加工場 西いわみ 正職員

⃝本店・地区本部内異動（令和８年８月１日付）
【正職員：管理職（課長級、その他）】

新部署・役職 氏　名 現部署・役職 出身組織
営農経済部指導販売課長補佐 中島　勇一 吉賀経済センター長補佐 西いわみ

【正職員：一般職】
新部署・役職 氏　名 現部署・役職 出身組織

営農経済部営農企画課 羽根　知広 営農経済部指導販売課 西いわみ
吉賀経済センター係長 三輪　智彦 営農経済部営農企画課 西いわみ

（益田東支店）

２１日(水) 9時半～13時 六日市経済C

13時～16時 益田中央支店

２９日(木) 10時～15時
Aコープ ラポ店前

７日(水) 9時半～13時 匹見事業所

２８日(水) 9時半～13時
９日(金) 9時半～13時 日原経済C

２０日(火) 10時～15時
パリミキフェア

美都事業所(会議室)

２３日(金)
9時～12時 西益田支店

津和野経済C

匹見事業所

１日(木)
9時～12時 中西事業所

13時～16時 益田ｸﾞﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

８日(木) 9時半～13時 柿木事業所

１５日(木) 9時半～13時

お問合せ、訪問のご相談は 直通直通 ０９０-６９５５-１６１２へお気軽にどうぞ

メガネメガネ・メガネ・補聴器の専門店

令和８年 １０月度 ＪＡ巡回スケジュール 西いわみ地区

移動型店舗 店長 狩野 昭弘

認定補聴器技能者

メガネ一式13,200円～

１級 眼鏡作製技能士

移動型店舗 『パリミキ号』

『おさいふカード』会員へ

補聴メガネ
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西いわみ地区本部からのおしらせ

土壌分析のお知らせ土壌分析のお知らせ
肥料コストの軽減を図る目的として、西いわみ管内の
農業者を対象に土壌分析を実施いたします。今後の農
産物栽培に向け、是非、参考にして頂きたいと思います。

令和
８年10月１日～令和

９年２月26日まで
６．申込受付期間

１検体当り　税込500円（分析項目６項目）
１．分 析 料 金

ＰＨ・加里・石灰・苦土・りん酸・ケイ酸 （６項目）

２．分 析 項 目

土壌診断結果については、郵送いたします。

３．分 析 結 果

○依頼書の記入
○圃場作付予定作物等の記入
○土壌分析料金の引落承諾書への記入が必要と

なりますので、土壌分析申し込み時に引落し
口座登録印をお持ちください。

４．分析依頼に際しての注意事項

５．土採取上の注意事項

①１圃場５箇所で採取する。
②深さは、表面から５～10cmの表土を取り除

いて、コップ１杯程度の土を採取し、５箇
所の土をよく混ぜよく乾燥させてください。

③乾燥後、土を細かくしてコップ２杯分を
ビニール袋に入れご提出ください。

圃場図

手　順

《提　出　場　所》	ＪＡしまね 西いわみ地区本部 営農経済部 及び 各支店
《お問い合わせ先》	ＪＡしまね 西いわみ地区本部 営農経済部 営農企画課　電話 0856-23-1911

圃場の健康状態は？

多彩な催し物を計画してお待ちしています多彩な催し物を計画してお待ちしています

日時 10/25
場所 シルクウェイにちはら

日時 10/25
場所 シルクウェイにちはら

日日



島根県西部農林水産振興センターからのお知らせ

美味しまね認証の上手な使い方事例のご紹介美味しまね認証の上手な使い方事例のご紹介美味しまね認証の上手な使い方事例のご紹介美味しまね認証の上手な使い方事例のご紹介美味しまね認証の上手な使い方事例のご紹介

GAPを始める前に感じていた課題は何でしたか？

お問合せは、島根県西部農林水産振興センター益田事務所まで（TEL：0856-31-9616）

GAPの認証をとって終わるのはもったいない！積極的に利用しましょう！！
今回は、益田市内の竹内好則さん(果樹園芸)の取組みを紹介します

① 整理整頓をしたいと思っていましたが、
具体的にどうすれば良いか分かりませんでした

・農薬散布の直前に農薬を探すなど、準備に時間を要していた。
・在庫を確認せずに、農薬・肥料を買い足して資材ロスの発生、
農薬の有効期限に無頓着だった。

② 農作業の見直しは考えていましたが、
どこを見直したらよいかポイントが掴めませんでした

・農場にトイレが無いため、自宅まで帰ったり、我慢をしたりしていた。
・農作業安全の重要性は認識していたが、危険な個所・作業の把握に至らなかった。

GAPを始めてみて、効果はどうでしたか？

〇効果：最初の２年間は苦痛でしたが、今では習慣になりました
・ 最初に大量の不用品が出て環境が改善し、作業の効率化が進んだ。
・ 農薬は使用期限が近い順に使用し、肥料も在庫を把握するので資材の廃棄や
    無駄な買い足しがなくなり、農薬散布や施肥の準備がスムーズになった。

・ パート作業員に、「気を付けてね」と注意喚起はしていたが、GAPを始めたら作業安全上の
リスクを意識して、「〇〇は危険だから□□してね」と具体的な安全指導ができるようになった。

認証者情報 益田市 竹内好則氏    従事者数：4名(パート1名含む)
認証品目：ぶどう 経営規模：約46a

皆さんもGAP認証を活用して、家族や仲間とアイデアを出しあってはいかがでしょうか？
GAPを経営改善に活用した体験事例集をつくりました。
詳細は、美味しまね認証ホームページをご覧ください。

薬品庫

レンタルトイレ

① 家族とGAPに取り組み、整理整頓を習慣にしました
・毎月、期日を決めて生産活動を休み、妻と一緒に農薬・肥料の在庫点検を行った。

・ 農作業の動線を見直し、農場にレンタルトイレを設置した。
② GAP手法を活用して、リスクを洗い出して農作業の動線を見直しました

・ どこに農作業のリスクがあるか、動線を意識して見直しを行った。

・ パート作業員の雇用や研修生を受け入れた時、農場にトイレを設置して良かったと思った。

〇効果：農場と自宅との無駄な行き来が減り、安全衛生面の管理がしやすくなり、
危険な作業と安全対策を考えるようになりました

ぶどうの写真

お い

ご夫妻の写真

美味しまね認証
マーク
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西いわみ地区本部からのおしらせ
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